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1. はじめに

　私は，京都大学・ミシガン大学・フライブル

ク大学 MicRO アライアンスの枠組みにおいて，

２００６年４月から１０月まで，及び２００７年

１１月から２００８年６月までナノ・マイクロシス

テム工学研究室に滞在した．２００４年に学術交

流協定が締結され，学生レベルの交流も始まった． 

それまで私は

海外へ留学し

たことがなく，

異文化を経験

したいと熱望

していた．

　協定の学生

交流の詳細は

そのころまだめどが立っていなかったが，京都大学

の田畑修教授とフライブルク大学の Zappe 教授お

よび Paul 教授の努力のおかげで，京都大学から特

別研究学生として受け入れられた． その最初の半

年の間，日本文化の様々な面を勉強させていただ

き，私の人生にとって忘れられないものとなった． 

その結果，２００７年１１月から卒業論文も田畑研

究室で書かせていただいている．

2. ２００６年・最初の留学

2.1 動機

　自分の国を理解するためには，外国に行かなけれ

ばならないと思っている．そして，学生交換は国際

的理解の母であると思っている．その国際的理解

は，世界の平和の種だと確信している．

　上記の抽象的な理由の上に，人間として成長する

ために自分を挑戦させたいと思った．

　ヨーロッパと日本の間の文化的な違いはヨー

ロッパとアメリカの間のそれより大きいので，まず

日本に行こうと決定した．

2.2 研究生活

　ドイツの大学教育制度は日本とは違い，学部生と

大学院生はほとんど研究に参加しない．４年間研

究せずに講座に出席して，その後の卒業論文は６ヶ

月間しかかからない．実際には，たくさんの大学院

生はその前に自発的にバイトとして研究に参加す

る．日本では，

学部生のころ

から現実の研

究に参加でき

る．特に，研

究計画を自分

で立てるとい

うことを最初

から学ぶ．そういう能力を京都大学で身に付ける

ことができたことは，とても大切な体験になった．

新たな自信を持って，その後アメリカとドイツの

Bosch 社でのインターンシップで二つの特許を出願

することができた．そして，Bosch 社への就職が決

まった．

　しかし，その時はまだ研究経験が少なくて，日本

語運用能力も足りなかった．そして，研究結果は私

の期待が外れて，発表もできなかった．それで

も，「Metallization of DNA・Characterization of 

DNA-templated growth of gold nanorods and 

application for wiring of biomolecules」[1] という
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図 1: 研究室での鍋パーティ

図 2: 四国の石鎚山の頂上
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図 3: 研究室小旅行

図５: 九十九島への旅

図４: 冬の延暦寺
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研究を実施して，いろいろなことが勉強になった． 

２００７年の滞在の準備もできた．

2.3 私生活

　最初は日本語を十分に理解できなかったので，日

本人と友達になることは難しかった．それに，京都

大学の優秀な学生はまじめに勉強するので，研究室

外で会う機会が少なかった．最

終的に素晴らしい友人に出会う

ことができたが，なかなか時間

がかかった．博物館に行ったり，

夜に外出したり，旅行に行った

り，山に登ったりした．京都大

学空手サークルにも参加した．

　私にとって日本は第 2 の祖国になったが，最初

は寂しいと感じることも多かった．しかし京都の美

しさ，過去と現在の融合，心の温かい住人のことを

感じずにはいられない．

3. ２００７/ ８年・卒業論文

3.1 動機

　ドイツへ帰国して，３ヶ月ドイツの Bosch 社で

インターンシップをしてから，その後３ヵ月半カリ

フォルニアの Bosch 社でシリコンバレー精神を感

じることができた．しかし，日本文化の魅力，優秀

な先生方の指導を思い出して，私の卒業論文も京都

大学で書きたくなった．

3.2 研究生活

　日本に行く前に，６ヶ月間私の卒業論文の研究内

容について議論した．フライブルク大学の材料の専

門知識と，京都大学のセルフアセンブルノウハウを

合わせて，「カーボンナノ材料引張り試験・MEMS 

デバイスおよび誘電泳動ナノアセンブリを利用し

て」[2, 3, 4] という研究方針をたてた．カーボンナ

ノ材料は，特異な機械的特性と電気的特性で，様々

な分野への応用が期待されている [5]．先日京都大

学で発明されたマイクロスケールの引張り試験デ

バイス [4] を用いて，ナノスケールの試験片の機械

的特性と電気機械特性を測定できると思われる．ド

イツの Forschungszentrum Karlsruhe [6] とも共同

研究して，我々はナノ技術とマ

イクロ技術を融合させたい．

3.3 私生活

　ドイツとアメリカでしっかり

日本語を勉強したので，今回は

十分に理解できると思う．研究

については，まだ簡単な言葉だけで話しているが，

研究室の皆様から大変支援を受けている．日本人４

人と共同生活になったので，とてもくつろいだ気持

ちでいられる．

　今年の１月に１ヶ月休みを頂いて，セネガルで働

いている婚約者を訪ねた．ヨーロッパ，アメリカ，

日本とセネガルの経験をきっかけにして，私の人生

観がまた変わった．私も少しは成長出来たのではな
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いかと思っている．

4. 最後に

　海外での経験は，人生に大きな意味を持つので，

将来にたくさんの学生もそういう素晴らしい経験

をさせて頂くことができるように私は祈っている． 

そこで，フライブルク大学から京都大学に留学した

い学生のためにホームページを作成した [http://

www.kyodai-imtek.de.vu]．

　今年の６月に帰国しても，残りの人生において日

本との強いつながりを感じると思う．
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